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項 目 要 約 

１．研究の概要 多国間国際核燃料サイクルを安定して維持するための具体的な課題、即

ち安定した使用済燃料引き取りシステム及び国際貯蔵システム、抽出プ

ルトニウムの利用、国際核燃料サイクルに適用される地域保障措置体制

の確立、国際核燃料サイクル事業体の要件、国際核燃料サイクルシステ

ムにおける産業界の役割といった、国際核燃料サイクルを実現するため

のシステム上の問題及びその対応策に関する研究を進め、アジア地域の

国際的な核不拡散体制構築に資するため、実効性のある国際核燃料サイ

クルの全体像をアジア地域を中心に国際社会に提示した。 

 

２．総合評価  本研究は国内外における先駆的研究であり、自然科学のみならず社会科

学等を含めた広い観点から検討が行われ、優れた成果が挙げられている

と評価できる。本研究の継続、および、本研究において成果の外部発表

が果たす役割は非常に大きいため情報発信の継続、を期待したい。 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 
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